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現在、わが国は経済成長に伴う生活環境の改善や栄養水準の向上、医療福祉領域の発展、国民皆保

険制度の採用などとあいまって、世界最高水準の平均寿命や高い医療水準を実現しており、これは国際

的にも高く評価されている。その一方で、生活習慣病の罹患者が増加し、平成 20 年度の国民健康・栄養

調査によると、メタボリックシンドロームが強く疑われる者及びその予備群と考えられる者の割合が、40～74

歳の男性では 51.5%、女性では 20.0%にのぼる。特に糖尿病の患者数は年々増加し、平成 19 年度の国民

健康・栄養調査によると、糖尿病が強く疑われる人は約 890 万人、糖尿病の可能性が否定できない人は約

1,320 万人、合わせて約 2,210 万人が糖尿病のリスクを持つ者と推定されている。 

糖尿病の臨床現場で用いられている経口糖尿病薬の一つに α-グルコシダーゼ阻害剤があり、α-アミ

ラーゼや二糖類水解酵素活性を阻害し、糖質の消化・吸収の阻害又は遅延作用によって食後の血糖上

昇を抑制する。この α-グルコシダーゼ阻害剤の作用機序は、インスリン分泌やインスリン作用を促進して

血糖を降下させる医薬品とは原理的に異なり、血中インスリン濃度を高めないことが特徴である。現在、

様々な植物より α-グルコシダーゼ阻害物質が検出され、血糖を上昇させない食品への応用が精力的に

検討されている。桑葉は α-グルコシダーゼ阻害作用のある 1-デオキシノジリマイシン及びその誘導体が

存在する。本研究の最終目標は、桑葉エキス末の α-グルコシダーゼ阻害作用による血糖上昇抑制作用

を利用した血糖上昇抑制食品を創製し、糖尿病患者の症状改善ならびに QOL の向上、耐糖能が低下し

た中高年者などの糖尿病予防、その他の生活習慣病の予防等に寄与することである。 

本研究は、まず桑葉エキス末のα-グルコシダーゼ阻害作用ならびに作用機序をラットおよびヒト小腸粘

膜酵素ならびにヒト唾液酵素を用いて in vitro で観察した。その結果、桑葉エキス末はラットおよびヒト小腸
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粘膜二糖類水解酵素に対して拮抗的に阻害することを確認すると共に、その阻害の程度が二糖類水解酵

素の種類によって顕著に異なることを明らかにした。次に、in vitro で観察された桑葉エキス末の消化酵素

阻害効果が in vivo においても発現して、糖質摂取による血糖上昇を抑制することをラット及びヒトで検証し

た。ラットへスクロースと同時に桑葉エキス末を摂取させると、効果的に血糖上昇を抑制することが明らかに

なった。この結果を受けて、ヒトを対象として同様に摂取させ、期待した血糖上昇抑制効果を確認した。2型

糖尿病患者や耐糖能が低下した中高年者は、甘いお菓子や糖質に富んだ食品を好んで食する傾向があ

る。そこで、この桑葉エキス末の血糖上昇抑制効果を実生活で用いる加工食品へ応用するために、桑葉エ

キス末を添加したスクロースを主成分とする菓子類を作成し、血糖上昇抑制効果を検証した。その結果、桑

葉エキス末添加量はスクロース量の10分の1程度で効果的に血糖上昇を抑制し、その血糖上昇抑制効果

は桑葉エキス末添加量に依存して発現することが明らかになり、血糖上昇抑制の程度を意識した食品設計

ができることを示した。また、高分子のデンプンを含む食品と桑葉エキス末を同時に摂取させた場合におい

ても、血糖上昇抑制効果が発現することを明らかにした。最後に、桑葉エキス末によって消化が阻害された

スクロースをはじめとする糖質が、大腸に到達して腸内細菌によって発酵を受けて短鎖脂肪酸へ転換され、

利用されることを[U-14C]-スクロースを用いたトレーサー実験で検証した。桑葉エキス末によって阻害され

た糖質が、大腸へ到達して腸内細菌によって利用されることを明らかにし、摂取エネルギーの低減やプレ

バイオティクス効果など付随的な機能性を合わせて発現することを検証した。 

以上の結果より、桑葉エキス末の α-グルコシダーゼ阻害作用を利用した血糖を上昇させないことを目

的とする機能性食品の開発は、今後、糖尿病疾患者の症状改善ならびにQOLの向上や糖尿病予備群の

生活改善をはじめ生活習慣病の予防等に寄与することができると考えている。 

 


